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ダナン市内で、伝統的な集落が残るフォンナム村を対象とした
新たな居住環境の創出のための提案を行うもの

今回の国際交流ワークショップは



2月28日

3月1日

8:00
|

12:00

13:00
|

 現地視察（ファンナム村）

 
作業の打合せ
 周辺模型

3月2日

8:00
|

12:00

13:00
|

 石川先生の講義
 修士研究の発表

 周辺模型
 本模型製作

3月3日

8:00
|

15:00

15:00
|

 模型製作
 パネル準備

 発表

3月4日

8:00
|

13:00

14:00
|

19:00

 五行山にある寺院
 ナマンリトリートの竹造建築
 ホイアン市街
 木造建築の地区センター

 ホイアンに到着し世界遺産
 の街並みと建築を視察

3月5日

 成田発、直航便でダナン着
 チュン先生、チューン先生
 宿舎へ

 4時間半のフライトで予定通り成田着



位置
フォンナム村はダナン市、Hoa Vang（ホアヴァン）県、
Hoa Chau（ホアチャウ）社の中心に位置



位置
国道一号線に近く、ダナン市内の中心から約11km



人口
村の人口と戸数は年々増加
（2009年人口：2002人、戸数：536戸

2011年人口：2300人、戸数：550戸）

面積
133.3haの自然土地面積の中に、居
住地面積31ha、64.3 haは農地面積
（内56.3haは水田面積）



都市型住宅の単なる移植になることによって、
美しい集落環境が破壊される危機

住宅が更新

経済成長

人口増加

都市化現象

1975年 2000年
第1期 第2期 第3期

ベトナムが統一された年 経済が著しく発展を示し始めた年

三間形式 新三間形式 チューブ形式







大きい前庭を持つ平屋（三間形式）

伝統的建築材
（木材・レンガ）プライバシーを重視する空間

農業、文化、自然、歴史を伝える
機会や場所はない

人口増加により美しい景観を乱している

家に新しい機能をつける

ホームステイ

どう人を呼び込む？

人々に村の文化を体験させる

視線
動線

屋根によって生じる

広域連携

販売店舗の確保後継人

情報の伝達

教育

農業体験

高付加価値

若者の定住化

どういう建物？



伝統と生活は近い場にあるものの
周囲とかけ離れた状況

ここに公共性を含ませ、
周囲の人が入れる場所として定義



コミュニティを生産する場と
生活の場との間に新たな関係を生むのではないだろうか











これまで公共スペースとしてあった庭を内側に持ってくることで
テラスを介して生活空間が外部へとつながる

内側から外部を見たとき借景の庭

視線で展開していく





「バイク天国」と呼ばれ、病院や小売店などの都市機能は分散しており、交通イン
フラが整っていないことから交通渋滞の深刻な問題を肌で感じ、日本の交通の凄さ
を痛感した。これにより、多角的な視点と柔軟な思考で２０年、３０年先の未来を
予想し、生活と社会に、「都市機能を集積させた街づくり」が必要になると感じた。

・オープンでフレンドリーな気質
・卓越したコンピューター技術等

ベトナム人学生

ベトナム



言葉の壁や文化の違い、短期間で集中した作業であったため、さらに深堀していく
必要がある。
（来年以降は、課題が継続化されていくことで新たな動きができ、考えも深まる）

・大学院志望のひとつ、就職活動
・大学を超えた学生間の交流が広がり
・異文化や海外建築に触れ、刺激を受けられる環境
・価値観や研究の幅が広がる

↓
国際推薦枠の勝ち取り（個々の能力の向上）

ワークショップ
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